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◎合併10周年記念式典　盛大に

◎消防出初式

◎キラリ西予大賞授与式

◎バス代が半額になる助成券
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伊予銀行女子ソフトボール
監督

秋元　理紗（32）
（通称「REE」）

　うちのチームは若い選手が
多い分、怖さ知らずな面があ
ります。これは弱みでもある
分、大きな強み。経験のなさ
を強みにして、元気よくやって
いきます！ちなみに、野球と
ソフトの大きな違いはスピー
ド感です。観戦もおもしろい
ですよ。女子ならではの連帯
感も見どころ。西予の皆さ
ん、ぜひ応援に来てください。

「
見
ど
こ
ろ
は
ス
ピ
ー
ド
感
と
、
女
子
な
ら
で
は
の
連
帯
感
」

西予市国体開催ＰＲ事業　伊予銀行ソフトボール教室（平成26年12月27日・宇和中学校グラウンド）

伊予銀行女子ソフトボール
キャプテン・ショート

山﨑　あずさ（23）
（通称「ザキ」）

　今年目指しているのはリー
グ（日本女子ソフトボール１
部リーグ）での15勝以上！
きついトレーニングの毎日で
すが、自分たちの精神を鍛え
ることにもなると思うので楽
しみながらこなしていきたい
です。愛媛の代表として国体
に出るからには、優勝目指し
てがんばります！西予の皆さ
ん、応援してください。

「
愛
媛
の
代
表
と
し
て
、
優
勝
を
目
指
し
ま
す
」

伊予銀行女子ソフトボール
ピッチャー

木村　久美（24）
（通称「きむ」）

　心意気は「全部勝つ！」（笑）
去年初めてリーグ１部になっ
て、レベルの差を経験しまし
た。負けるのは悔しい…か
ら、毎日練習に励んでいます。
２年後のえひめ国体では少し
でも県の活性化につなげられ
るように、皆さんに勇気と感
動を与えるプレーができるよ
うにがんばります。西予の皆
さん、待っていてください！

「
西
予
の
皆
さ
ん
、
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
」

Azusa
Kumi

Risa

2015　３月 2

特
集

２
年
後
に
迫
っ
た
「
え
ひ
め
国
体
」
に
向
け
て

市
内
で
も
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
地
元
開
催
と
な
る
国
体
に
向
け
た
意
気
込
み
を

伊
予
銀
行
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
（
県
強
化
指
定
チ
ー
ム
）
と

野
村
高
校
相
撲
部
に
伺
い
ま
し
た
。

２年後、西予市に

「ソフトボール成年女子」と「相撲」が来る～！

愛
えがお

顔 つなぐえひめ国体マスコット　みきゃん

「ソフトボール成年女子」の
試合会場となるのは、宇和運
動公園と宇和球場の２カ所。
そのうち、全面建て替えとな
る宇和球場（宇和町卯之町五
丁目）では１月15日に起工
式が行われました。完成は平
成28年６月の予定です。

GO FOR 

国
体
！

GO FOR 

国
体
！
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２
年
後
、
市
内
は
き
っ
と
熱
気
に
包
ま
れ
る

「１日１日、しっかり稽古します」

「何らかの形でかかわりたい」 「県に貢献できる成績を」

「片男波部屋に入りたい」

　２年後、ぼくは大学
２回生。「一般の部」
での国体出場を目指し
ます。個人戦に出られ
る成績を残すために、
１日１日しっかり稽古
していきます。

田中　大介
（野村高２）

　卒業後は相撲をやめ
て、畜産や農業の専門
学校へ進みます。で
も、何らかの形でかか
われたらいいなと思っ
ています。皆のこと、
応援しています。

山本　塁
（野村高２）

　２年後、ぼくは大学
１年生。もちろん国体
出場を目指します。そ
して、愛媛県に貢献で
きるような成績を残せ
るよう、日々の稽古を
がんばります。
宇都宮　愛樹
（野村高１）

　高校を卒業したら相
撲部屋に入門すること
が目標です。もちろん
片男波部屋！ぼくは体
が細いので、これから
体重を増やしていきた
いです。

山本　羅門
（野村高１）Daisuke

Daisuke

Manaki
Manaki

RuiRui

Ramon
Ramon
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Norihumi

Norihumi

Genta
Genta

Naruki
Naruki

Hirotaka

野
村
高
校
相
撲
部

野
村
高
校
相
撲
部

２
年
後
、
乙
亥
会
館
（
野
村
町
）
で
は
相
撲
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

全
国
大
会
で
も
優
秀
な
結
果
を
残
し
て
い
る
野
村
高
校
相
撲
部
に
は

市
内
外
か
ら
優
秀
な
選
手
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

同
中
学
校
に
は
「
タ※
１

ー
ゲ
ッ
ト
エ
イ
ジ
」
に
選
ば
れ
て
い
る
選
手
も
。

彼
ら
の
胸
中
に
あ
る
、
熱
い
思
い
や
目
標
に
迫
り
ま
す
。

※
１
…
国
体
開
催
年
に
少
年
種
別
（
中
３
～
高
３
）
の
主
力
と
な
る
世
代
の
有
望
選
手

コーチ

山下　成樹（25）
　２年後のえひめ国体は、「相
撲のまち野村」で行われるビッ
グイベント。市民の機運も日
に日に高まっていると感じて
います。国体に出場できるの
は県代表選手ですが、きっと
そこには多くの野村の子たち
の姿があることでしょう。彼
らが結果を残せるように、各
自に合った技術を授けていき
たいです。私は上杉監督の教
え子なので、監督のことも盛
り立てていきたいです。

「
愛
媛
県
代
表
イ
コ
ー
ル
、
野
村
の
子
た
ち
」

監督

上杉　博賢（37）
　去年・おととしの国体では、
愛媛県代表選手５人のうち３
人が野村出身の子でした。相
撲のまちのプライドにかけ
て、２年後には１人でも多く
の選手を県代表として送り込
むことが目標です。そのため
にも大切なことは基礎練習。
まずは足腰を強化して体をつ
くり、メンタルを鍛えていこ
うと考えています。市内の皆
さん、ぜひ相撲の応援をよろ
しくお願いします！

「
野
村
高
校
か
ら
１
人
で
も
多
く
の
代
表
選
手
を
送
り
た
い
」

「良い成績を残したい」

　県代表になって、国
体に出場することが目
標です。出場するだけ
ではなく、いい成績を
残したいです。そのた
めにも日々の稽古をが
んばります。

是澤　矩史
（野村高１）

　２年後、ぼくは高３。国
体に出場することはもちろ
ん、優勝を目指します。愛
媛県全体で強くなれるよう
に、自分自身も毎日の稽古
を大切にしたいです。
住木　厳太（野村中３）

「国体優勝を目指します」

ターゲットエイジ
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礎
構
築
に
尽
力

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
】

◎
個
人

　
加
藤
弘
重
（
野
村
）、
織
田
俊
夫

（
城
川
）、
菊
池
四
郎
（
三
瓶
）、

長
野
澄
子
（
宇
和
）･･･

通
学
時
の

交
通
指
導
と
見
守
り
活
動
に
尽
力

▼
大
塚
政
子
（
野
村
）･･･
児
童
へ

の
本
の
読
み
聞
か
せ
や
通
学
時
の

交
通
指
導
と
見
守
り
活
動
に
尽
力

◎
団
体

　
明
間
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

（
宇
和
）･･･

通
学
時
の
交
通
指
導

と
見
守
り
活
動
や
、
小
学
校
の
学

習
支
援
活
動
に
尽
力
▼
花
木
山
草

会
（
明
浜
）･･･

公
共
広
場
の
清

掃
・
管
理
活
動
に
尽
力

振
興
に
尽
力
▼
井
上
德
年（
三
瓶
）、

松
浦
愛
子（
宇
和
）、岩
井
郁
子（
明

浜
）･･･

農
地
行
政
の
推
進
に
尽
力

【
健
康
・
福
祉
功
労
】

　
大
塚
英
子
（
野
村
）･･･

精
神
保

健
福
祉
に
尽
力
▼
二
宮
良
子
（
野

村
）･･･

市
民
の
食
生
活
改
善
に
尽

力
▼
佐
藤
ハ
ル
ヨ
（
三
瓶
）･･･

青
少
年
の
更
生
と
市
域
の
犯
罪
予

防
活
動
に
尽
力
▼
松
岡
英
志
（
宇

和
）･･･

高
齢
者
支
援
と
児
童
の
健

全
育
成
に
尽
力
▼
山
本
恒
子
（
宇

和
）･･･

社
会
福
祉
活
動
と
女
性
地

位
の
向
上
に
尽
力

【
消
防
・
防
災
・
地
域
安
全
功
労
】

　
平
礒
猛
（
宇
和
）･･･

市
域
の
交

通
安
全
活
動
に
尽
力
▼
宇
都
宮
利

行
（
宇
和
）･･･

新
市
消
防
団
の
基

西予市合併
誇
れ
る
西
予
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

全
文
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
最
優
秀
賞
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
優
秀
賞
】

「
未
来
に
つ
な
げ 

西
予
市
探
検
」
　
　 

増
田
結
斗
（
三
瓶
小
４
）

　
　
三
浦
花
菜
（
宇
和
町
小
４
）
　
　
　
飯
野
真
歩
（
宇
和
町
小
４
）

四
国
西
予
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
最
優
秀
賞
】
「
帰
港
」
吉
田
弘
樹
（
宇
和
）

５

７ ６

３

４

８

2015　３月 6

清
（
城
川
）･･･

自
治
会
の
取
り
ま

と
め
役
と
し
て
尽
力
▼
藤
本
明
美

（
宇
和
）･･･

地
域
イ
ベ
ン
ト
の
活

性
化
に
尽
力
▼
井
上
次
惠
（
三

瓶
）･･･

市
域
の
結
婚
推
進
活
動
に

尽
力

【
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労
】

　
篠
川
一
雄
（
明
浜
）･･･

俵
津
文

楽
の
継
承
と
後
継
者
育
成
に
尽
力

▼
稲
垣
章
（
宇
和
）･･･

市
の
文
化

振
興
に
尽
力
▼
山
西
博
視
（
宇

和
）･･･

市
の
文
化
財
保
護
に
尽
力

▼
和
家
寛
治
（
宇
和
）･･･

か
る
た

文
化
の
振
興
と
後
継
者
育
成
に
尽

力
▼
佐
藤
正
治
（
宇
和
）･･･

愛
護

班
活
動
に
尽
力
▼
井
上
勝
（
三

瓶
）･･･

朝
日
文
楽
の
継
承
と
後
継

者
育
成
に
尽
力
▼
西
中
武
夫
（
三

瓶
）･･･

市
域
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に

尽
力
▼
亀
崎
と
し
み
（
野
村
）･･･

筝
を
通
じ
た
文
化
振
興
と
青
少
年

健
全
育
成
に
尽
力
▼
大
塚
晶
司

（
野
村
）･･･

社
会
教
育
活
動
に
尽

力【
農
林
水
産
功
労
】

　
松
下
誠
（
野
村
）･･･

養
蚕
業
の

【
自
治
・
地
域
づ
く
り
功
労
】

◎
議
会

　
大
竹
忠
盛
（
宇
和
）、
嶋
川
武
文

（
三
瓶
）･･･

市
議
会
議
長
と
し
て

尽
力
▼
梅
川
光
俊
（
城
川
）、
山
本

昭
義
（
野
村
）、
兵
頭
勇
（
野
村
）、

酒
井
宇
之
吉（
明
浜
）、
岡
山
清
秋

（
城
川
）、
浅
野
忠
昭
（
三
瓶
）、

　
井
朝
廣
（
宇
和
）、
森
川
一
義

（
宇
和
）、
沖
野
健
三
（
宇
和
）、

元
親
孝
志（
野
村
）、松
島
義
幸（
明

浜
）、
宇
都
宮
明
宏
（
宇
和
）、
松

山
清
（
宇
和
）･･･

市
議
会
議
員
と

し
て
10
年
尽
力

◎
行
政

　
別
宮
靜
（
野
村
）･･･

副
市
長
一

期
お
よ
び
助
役
一
期
を
歴
任
▼
三

好
藤
治
（
三
瓶
）･･･

副
市
長
１
年

２
カ
月
お
よ
び
収
入
役
一
期
を
歴

任
▼
二
宮
宇
明
（
城
川
）、
森
英
二

（
宇
和
）･･･

教
育
長
に
一
期
就
任

◎
一
般

　
池
田
サ
ツ
キ
（
宇
和
）･･･

市
民

の
行
政
に
関
す
る
相
談
役
と
し
て

尽
力
▼
山
本
武
紀
（
宇
和
）･･･

選
挙
の
執
行
管
理
に
尽
力
▼
増
田

現
在
小
学
校
４
年
生
の
皆
さ
ん
が
生
ま
れ
た
年
に
誕
生
し
た
西
予
市
は
、

今
年
度
で
合
併
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

当
初
10
月
13
日（
月
・
祝
）に
予
定
し
て
い
た
記
念
式
典
は

台
風
の
た
め
延
期
と
な
り
、
１
月
10
日（
土
）に
宇
和
文
化
会
館
で
開
催
。

市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
ほ
か
、

小
中
学
生
に
よ
る
市
歌
「
い
つ
の
日
も
」
の
合
唱
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
写
真
】
１
：
感
謝
状
贈
呈
。
自
治
・
地
域
づ
く
り
功
労
を
代
表
し
て
大
竹
忠
盛
さ

ん
が
登
壇
▼
２
：
ほ
ぼ
満
席
の
客
席
▼
３
：
中
村
時
広
県
知
事
が
来
賓
祝
辞
。
「
西

予
市
は
合
併
の
成
功
例
。
今
後
、
更
な
る
飛
躍
を
」
▼
４
：
波
田
重
煕
さ
ん
（
高
知

大
学
名
誉
教
授
・
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）
を
招
い
て
の
四
国
西
予
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

１
周
年
記
念
講
演
▼
５
：
宇
和
町
小
と
宇
和
中
合
同
で
西
予
市
歌
披
露
▼
６
：
西
予

市
長
式
辞
。「
公
共
下
水
道
や
市
道
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
新
市
立
病
院
の
開

院
な
ど
、
基
礎
・
基
盤
と
な
る
事
業
は
お
お
む
ね
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
『
住
ん
で

よ
か
っ
た
』
と
思
え
る
市
の
実
現
の
た
め
に
、
全
力
で
取
り
組
む
」
▼
７
：
誇
れ
る

西
予
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
▼
８
：
三
浦
花
菜
さ
ん
に
よ
る
作
文
発
表

表
彰�

市
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
皆
さ
ま
（
敬
称
略
）

１

２

10周年記念式典
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「母と娘の物語」に笑いと涙
市民劇団「もんたかな」新春公演

　自作した我がまち自慢の30秒CMを競う「ふるさ

とCM大賞えひめ’15」の審査会が２月１日（日）に松

山市総合コミュニティセンターで行われました。

　西予市からは宇和高校放送部（写真）とせいよ部マ

ネージャーが出品。西予市歌を使ったCMを披露しま

した。大賞には年間200回のCM放送が授与されると

あって、どの団体も力作ぞろい。当日の様子や結果など

はeatで２月28日（土）の午後４時から放送されます。

　市合併10周年を記念して、NHKラジオ「真打ち競

演」の公開収録を１月23日（金）、三瓶文化会館で行

いました。

　大入り満員の客席を前に、金原亭馬生さんやケーシー

高峰さん（写真）など６組の出演者は漫談や落語などを

披露。会場は何度となく大きな笑い声に包まれまし

た。�収録の様子はNHKラジオ第１で、３月７日と14日

の午前10時５分から、２回にわたって放送されます。

ふるさとＣＭ大賞　結果は…?!
せいよ部と宇和高校放送部の２団体が出品

「真打ち競演」3/7と3/14に放送予定
�三瓶町でＮＨＫラジオの公開収録

　市民劇団「もんたかな」が市合併10周年を記念し

て、１月18日（日）に宇和文化会館で新春公演を行い

ました。内容は西予市出身で日本初の女医となった�

楠本イネと、その娘�高子の生涯を描いたもの。オー

ディションを経て同劇に出演した市民はもちろん、三

好市長も宇和島藩主�伊達宗城役で登場し、会場を沸

かせました。

　さまざまな困難に立ち向かう母娘の愛と絆に、客席

からは大きな拍手が起きていました。

CITY　TOPICS

2015　３月 8

　せいよ環境フォ

ーラムを１月25日

（日）、県歴史文化

博物館で開催しま

した。「コウノトリ

の飛ぶまち」豊岡

市（兵庫県）から

来市の中貝市長は

「一度は絶滅させ

てしまったコウノ

トリが住めるまち

は、人間にとって

もすばらしいもの

に違いない」とい

う信念のもと、官

民一体となったま

ちづくりを展開していることについて講演。日本で唯

一触れることのできるコウノトリの剥製に、子どもた

ちは「ふわふわする」と笑顔を見せていました。

コウノトリさわり心地は「ふわふわ」
せいよ環境フォーラム

　株式会社ぞっこん四国から１月29日（木）、�インター

ネット売り上げの１％分と、四国カルスト天然水

「ぞっこん」�が四国西予ジオパークに寄贈されました。

　同社の天然水「ぞっこん」は四国カルスト中腹から

採水するもので、まさしくジオの恵みそのもの。雑菌

が全くいないため長期保存にも適し、市では大規模災

害用の備蓄として活用します。この天然水は加熱殺菌

処理せずに販売できる、全国的にも希少なものです。

「ぞっこん四国」からジオに寄附
四国西予ジオパーク維持支援金贈呈式

花の道整備事業
　みんなが通る道路沿
いにいろいろな花を植
えて、景観の改善に努
めました。車も歩行者
も、気持ちよく地域の
道を利用できるように
なりました。

人に優しい活動事業
　皆田小学校の子ども達
のアイデアで、地域の皆
さんを招待しての交流会
を実施。子どもたちは交
流を通じ、将来は自分た
ちが地域に貢献したいと
話していました。

ふるきよきパノラマ
製作事業

　高丸地区と河成地区
の昔の町並みを再現し
たパネルの展示会を実
施。観覧者はふるさと
の往時の姿に思いをは
せていました。

自然エネルギー利用研究
事業
　地元の農家などと一緒
に新エネルギーの調査を
兼ねて、堆肥処理施設の
視察を実施。設備や処理
の流れなどを見学し、資源
をうまく循環させる仕組
みについて学びました。

協働組織設立運営事業
　地域の生活上のちょ
っとした困りごとを手
助けする、「なんでも屋
ゆすかわ」を創設。助
け合いの精神と感謝の
気持ちを地域で育んで
いきます。

せいよ地域づくり交付金でこんなことやりました！

大崎振興会
（明浜町田之浜地区）

下宇和地域づくり協議会
（宇和町下宇和地区）

横林自治振興協議会
（野村町横林地区）

大野ヶ原むらおこし会
（野村町大野ヶ原地区）

遊子川地域活性化プロジェクトチーム
（城川町遊子川地区）
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愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
勤
続
章
）

�

勤
続
20
年
以
上�

分
団
長
▼
大
谷
信
吾
（
宇
和
・
石
城
分
団
）�

勤
続
15
年
以
上�

副
分
団
長
▼
村

上
英
治
（
宇
和
・
中
川
分
団
）
部
長
▼
佐
藤
健
二
（
明
浜
・
狩
江
分
団
）
楠
智
幸
（
野
村
・
中

筋
分
団
）
班
長
▼
中
村
昌
二
（
明
浜
・
俵
津
分
団
）
中
川
一
仁
（
明
浜
・
高
山
分
団
）
中
村
吉

次
郎
（
同
）
吉
良
泰
輔
（
明
浜
・
田
之
浜
分
団
）
俵
藤
明
（
宇
和
・
下
宇
和
分
団
）
森
太
樹
（
野

村
・
渓
筋
分
団
）
川
崎
慎
治
（
同
）
三
瀬
康
裕
（
同
）
原
井
川
義
典
（
同
）
篠
藤
武
士
（
野
村
・

中
筋
分
団
）
河
野
善
寿
（
同
）
川
口
武
重
（
城
川
・
遊
子
川
分
団
）
徳
村
真
吾
（
城
川
・
魚
成

分
団
）
清
家
一
平
（
三
瓶
・
二
木
生
分
団
）
団
員
▼
三
瀬
和
彦
（
宇
和
・
多
田
分
団
）
宇
都
宮

涼
吾
（
宇
和
・
石
城
分
団
）
西
川
宏
志
（
宇
和
・
宇
和
分
団
）
近
藤
康
弘
（
同
）
河
野
良
隆
（
同
）

沖
中
志
（
宇
和
・
田
之
筋
分
団
）
矢
野
勇
記
（
城
川
・
土
居
分
団
）
宇
都
宮
裕
一
（
同
）
松

本
慎
一
郎
（
城
川
・
高
川
分
団
）
木
下
大
介
（
同
）
兵
頭
誠
児
（
城
川
・
魚
成
分
団
）
黒
田

祐
介
（
同
）
兵
頭
栄
治
（
同
）
山
本
勝
也
（
同
）
菊
池
宏
行
（
三
瓶
・
朝
日
分
団
）
長
岡
義
之

（
三
瓶
・
三
島
分
団
）
増
川
直
樹
（
三
瓶
・
二
木
生
分
団
）�

勤
続
10
年
以
上�

部
長
▼
山
下
一

行
（
明
浜
・
高
山
分
団
）
酒
井
美
衣
子
（
明
浜
・
明
浜
分
団
）
佐
藤
ゆ
き
（
同
）
宇
都
宮
寛

司
（
宇
和
・
多
田
分
団
）
西
森
剛
二
（
野
村
・
野
村
分
団
）
土
居
文
人
（
同
）
別
宮
尊
（
野

村
・
渓
筋
分
団
）
水
野
直
樹
（
野
村
・
横
林
分
団
）
越
知
哲
也
（
三
瓶
・
揚
分
団
）
班
長
▼

濵
田
伸
也
（
明
浜
・
俵
津
分
団
）
河
野
博
久
（
明
浜
・
狩
江
分
団
）
大
川
正
樹
（
明
浜
・
田
之

浜
分
団
）
上
甲
宏
之
（
宇
和
・
田
之
筋
分
団
）
井
上
忠
明
（
野
村
・
野
村
分
団
）
竹
ノ
内
義
朗

（
同
）
濵
野
明
（
野
村
・
渓
筋
分
団
）
上
甲
一
文
（
野
村
・
中
筋
分
団
）
田
中
淳
（
野
村
・

横
林
分
団
）
浅
野
真
樹
（
三
瓶
・
三
島
分
団
）
団
員
▼
末
光
生
昌
（
宇
和
・
中
川
分
団
）
中

岡
英
樹
（
宇
和
・
石
城
分
団
）
末
光
輝
行
（
宇
和
・
宇
和
分
団
）
井
上
信
喜
（
同
）
三
瀬
一

也（
同
）
谷
口
勝
彦
（
宇
和
・
田
之
筋
分
団
）
山
瀨
傳
郎
（
宇
和
・
下
宇
和
分
団
）
梅
原
和
生

（
同
）
松
田
源
幸
（
三
瓶
・
揚
分
団
）
山
本
博
文
（
三
瓶
・
谷
道
分
団
）
越
知
明
博
（
同
）
山

田
啓
志
（
三
瓶
・
二
木
生
分
団
）

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
親
子
消
防
団
員
）

菊
池
實
夫
（
親
・
三
瓶
・
揚
分
団
）
菊
池
輝
喜
（
子
・
同
）

清
家
宣
哉
（
親
・
三
瓶
・
三
島
分
団
）
清
家
直
樹
（
子
・
同
）
清
家
真
吾
（
子
・
同
）

清
家
光
義
（
親
・
三
瓶
・
三
島
分
団
）
清
家
鉄
郎
（
子
・
同
）

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
内
助
の
功
労
者
）

　
垣
下
日
登
美
（
三
瓶
・
副
団
長 

垣
下
徳
義 

夫
人
）

　
栗
林
淳
美
（
宇
和
・
宇
和
分
団
分
団
長 

栗
林
康
二 

夫
人
）

2015　３月 10

日
本
消
防
協
会
表
彰
（
功
績
章
）

副
団
長
▼
藤
本
敦
（
明
浜
・
団
本
部
）
分
団
長
▼
前
田
和
恵
（
明
浜
・
明
浜
分
団
）
団
員
▼
宇

都
宮
裕
（
宇
和
・
中
川
分
団
）

日
本
消
防
協
会
表
彰
（
精
績
章
）

副
団
長
▼
大
内
昌
憲
（
宇
和
・
団
本
部
）
山
中
新
一
（
野
村
・
団
本
部
）
分
団
長
▼
西
本
清
純

（
明
浜
・
狩
江
分
団
）
玉
川
浩
幸
（
城
川
・
高
川
分
団
）
濱
野
利
幸
（
三
瓶
・
朝
日
分
団
）

日
本
消
防
協
会
表
彰
（
勤
続
章
）

班
長
▼
中
山
榮
人
（
野
村
・
惣
川
分
団
）
井
上
浩
吉
（
三
瓶
・
揚
分
団
）
団
員
▼
佐
々
木
邦
仁

（
明
浜
・
田
之
浜
分
団
）
浜
本
善
一
（
同
）
橋
本
吉
一
（
同
）
上
甲
勝
（
野
村
・
渓
筋
分
団
）
機
能

別
団
員
▼
田
中
正
男
（
三
瓶
・
三
島
分
団
）
熊
柳
光
晴
（
同
）
菊
池
治
功
（
三
瓶
・
揚
分
団
）

愛
媛
県
知
事
表
彰
（
功
労
章
）

分
団
長
▼
佐
伯
和
志
（
野
村
・
惣
川
分
団
）
佐
藤
吉
治
（
明
浜
・
俵
津
分
団
）
上
中
興
愛
（
明

浜
・
田
之
浜
分
団
）
池
田
賢
治
（
宇
和
・
田
之
筋
分
団
）
月
本
寿
賀
雄
（
城
川
・
土
居
分
団
）

前
田
和
恵
（
明
浜
・
明
浜
分
団
）
副
分
団
長
▼
川
内
慶
藏
（
野
村
・
惣
川
分
団
）
安
藤
道
広

（
野
村
・
貝
吹
分
団
）
松
本
和
大
（
三
瓶
・
朝
日
分
団
）
菊
池
寿
直
（
三
瓶
・
揚
分
団
）

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
功
績
章
）

分
団
長
▼
冨
山
晴
彦
（
明
浜
・
高
山
分
団
）
兵
頭
雅
人
（
野
村
・
野
村
分
団
）
宇
都
宮
正
彦
（
野

村
・
渓
筋
分
団
）
副
分
団
長
▼
山
西
雅
人
（
宇
和
・
宇
和
分
団
）
橋
本
欽
司
（
宇
和
・
田
之
筋

分
団
）
兵
頭
英
樹
（
城
川
・
魚
成
分
団
）
井
上
幸
伸
（
三
瓶
・
二
木
生
分
団
）

西
予
市
消
防
出
初
式

　
平
成
27
年
西
予
市
消
防
出
初
式
が
２
月
１
日（
日
）、
城
川
総
合
運
動
公
園
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
消
防
団
員
８
８
７
人
が
決
意
も
新
た
に
勢
揃
い
し
ま
し
た
。
表
彰
者
（
敬
称
略
・
カ
ッ
コ
内

は
所
属
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

西予市消防団組織図
条例定数︰1,895人
実団員数︰1,753人

野

村

方

面

隊

三

瓶

方

面

隊

明

浜

方

面

隊

城

川

方

面

隊

宇

和

方

面

隊

西
予
市
消
防
団

（
本
　
　
部
）

3人

４６１人 ３０６人２７０人 ２４３人４７０人

遊
子
川
分
団

土

居

分

団

高

川

分

団

二
木
生
分
団

朝

日

分

団

揚

分

団

谷

道

分

団

三

島

分

団

魚

成

分

団

惣

川

分

団

野

村

分

団

多

田

分

団

渓

筋

分

団

中

川

分

団

中

筋

分

団

石

城

分

団

貝

吹

分

団

宇

和

分

団

横

林

分

団

田
之
筋
分
団

下
宇
和
分
団

俵

津

分

団

狩

江

分

団

高

山

分

団

田
之
浜
分
団

明

浜

分

団

機 械 器 具 の 状 況
種別

所属 指令車・連絡車 消防ポンプ自動車 小型動力ポンプ
付 積 載 車 小型動力ポンプ

明浜方面隊 2 9 6

宇和方面隊 1 2 22 2

野村方面隊 5 23 10

城川方面隊 4 11 5

三瓶方面隊 1 5 11 1

合　計 2 18 76 24

平成26年４月２日　現在
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表彰表彰

兵
頭
　
咲
紀
さ
ん
（
８
）

ひ
ょ
う
ど
う
・
さ
き

＝
渓
筋
小
学
校
２
年
＝

野
村
高
校
農
業
ク
ラ
ブ

小学校低学年の部

ポスターで日本一 内閣府特命担当大臣表彰

　平成26年度歯・口の健康に関する作品コンクール
全国審査ポスター部門で最優秀賞を受賞しました。

　「私が歯みがきしている絵を描きました。鏡を見

ながらブラシを動かして、口の中と画面にたくさん

の「あわ」がある絵です。授業中に絵の具とクレヨン

を使って、１日で仕上げました。賞をもらったとき、

家族や先生から『おめでとう』、『がんばってよかっ

たね』と言ってもらえてうれしかったです。絵を描

くのは好きで、家でもよく描いています。３年生に

なってもポスターとか描いて、賞に入りたいです」

　長年地域社会に貢献する活動を行い、顕著な成績
を収めたとして、平成26年度社会貢献青少年表彰で
内閣府特命担当大臣表彰を受賞しました。

　前会長�竹森彩恵さん（写真中央）コメント「この

受賞は私たちだけでなく、先輩方が長年続けてきた

活動があったからこそ。奉仕作業や移動動物園、イ

ノシシの捕獲や『愛ぼかし』の普及など、長年続け

てきたことが認められてうれしいです。私自身も活

動を通して、地域の人と関わることの大切さを学び

ました。後輩たちにもぜひ続けてもらいたいです」

キラリ西予大賞　授与式

　全国レベルの大会で優勝、もしくはそれに値する成績（入賞）を収め、西予市の

名声を高めて市民に夢と希望を与えた人に「キラリ西予大賞」が授与されました。

今回は３組が受賞され、平成19年から現在まで45組がこの賞を受賞しています。

（左から）

戒田規彰さん（関西大学３回生／本人

所用のためお母様が代理で受賞）･･･

第69回国民体育大会陸上競技 成年

男子800ｍ５位入賞

村上ヒカルくん（多田小２）･･･第13

回全国小学生・中学生マウンテンバ

イク大会�小２の部優勝

野村高等学校相撲部･･･平成26年度

全国高等学校総合体育大会 第92回

全国高等学校相撲選手権大会 団体

戦の部５位入賞

2015　３月 12

三
谷
　
真
さ
ん
（
35
）

み
た
に
・
ま
こ
と

＝
宇
和
町
稲
生（
中
国
料
理「
舞
華
」）＝

今
泉
　
千
鶴
子
さ
ん
（
60
）

い
ま
い
ず
み
・
ち
ず
こ

＝
三
瓶
町
朝
立
＝

中華レシピで日本一 インディアカで日本一

第
14
回
あ
い
テ
レ
ビ
杯
愛
媛
県
女
子
柔
道
体

重
別
選
手
権
大
会
（
12
月
14
日
・
愛
媛
県
武

道
館
）
〈
小
学
生
１
・
２
年
生
20
㎏
超
級
〉

２
位

︰

大
竹
殊
生
（
田
之
筋
小
２
）

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
部
門

平
成
26
年
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
西
日
本

優
秀
校
発
表
音
楽
会
（
12
月
26
日
・
大
阪
府

池
田
市
民
文
化
会
館
）〈
中
学
校
合
奏
第
一

部
門
〉
最
優
秀
賞
：
野
村
中
学
校
筝
曲
部

平
成
26
年
度
人
権
尊
重
の
意
識
を
高
め
る
た

め
の
ポ
ス
タ
ー
作
品
展
県
審
査
会
（
12
月
13

日
）〈
小
学
校
低
学
年
部
門
〉
特
選

︰

清
水

こ
こ
な
（
渓
筋
小
１
）

青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
愛
媛

県
審
査
（
11
月
10
日
）〈
課
題
読
書
の
部
〉

優
秀

︰

松
本
大
輝
（
皆
田
小
３
）

読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
愛
媛
県
審
査
（
１

月
13
日
）〈
自
由
読
書
の
部
〉
最
優
秀

︰

兵

頭
蒼
生
（
皆
田
小
６
）

平
成
26
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
小
・
中
学
生
書
道
コ

ン
ク
ー
ル
県
審
査
〈
半
紙
の
部
〉
金
賞

︰

滝

野
遙
（
三
瓶
中
３
）
銀
賞

︰

磯
崎
媛
和
（
三

瓶
中
２
）
銅
賞

︰
中
須
賀
結
衣
（
三
瓶
中
２
）

〈
条
幅
の
部
〉
銅
賞

︰

片
山
真
有
（
三
瓶
中

１
）
中
須
賀
結
衣
（
三
瓶
中
２
）

※
各
学
校
か
ら
記
載
依
頼
が
あ
っ
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ア
ス
リ
ー
ト
部
門

第
50
回
愛
媛
県
小
学
校
陸
上
運
動
通
信
記
録

会
（
10
月
16
日
・
宇
和
運
動
公
園
）

〈
男
子
走
り
幅
跳
び
〉１
位

︰

櫻
井
琳
汰（
宇

和
町
小
６
）
４
ｍ
89
〈
男
子
走
り
高
跳
び
〉

３
位

︰

西
河
大
地
（
宇
和
町
小
６
）
１
ｍ
45

〈
男
子
60
ｍ
〉
２
位

︰

吉
弘
航
太
（
宇
和
町

小
６
）
７
秒
９
〈
男
子
60
ｍ
ハ
ー
ド
ル
〉
１

位

︰

吉
弘
航
太
（
宇
和
町
小
６
）
８
秒
９
▼

２
位

︰

宮
本
大
生（
三
瓶
小
６
）９
秒
４〈
女

子
60
ｍ
〉
１
位
：
河
野
莉
和
（
野
村
小
５
）

８
秒
６
〈
女
子
１
０
０
ｍ
〉
３
位

︰

河
野
莉

和
（
野
村
小
５
）
14
秒
１

第
27
回
愛
媛
県
小
学
校
陸
上
運
動
記
録
会

（
11
月
10
日
・
西
条
市
ひ
う
ち
陸
上
競
技
場
）

〈
男
子
60
ｍ
ハ
ー
ド
ル
〉
１
位

︰

吉
弘
航
太

（
宇
和
町
小
６
）９
秒
24
▼
３
位

︰

宮
本
大
生

（
三
瓶
小
６
）
９
秒
５
〈
男
子
走
り
幅
跳
び
〉

１
位

︰

櫻
井
琳
汰（
宇
和
町
小
６
）４
ｍ
98

〈
男
子
走
り
高
跳
び
〉
１
位

︰

西
河
大
地（
宇

和
町
小
６
）
１
ｍ
44
〈
男
子
４
０
０
ｍ
リ

レ
ー
〉
３
位

︰

宇
和
町
小
学
校
（
尾
上
修
・

吉
弘
航
太
・
細
川
頼
生
・
櫻
井
琳
汰
）53
秒
76

兵頭 信子さん（55）
ひょうどう・のぶこ

＝宇和町卯之町五＝

　平成6年から20年
にわたり国立大洲青
少年交流の家にエア
ロビクスダンスの研
修指導員として勤務。
西予市内でも総合型
地域スポーツクラブ
のインストラクター
を勤め、長年にわた
り社会教育の振興に
努められました。

が
ん
ば
れ�

せ
い
よ
の

ア
ス
リ
ー
ト
！
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
！

　ねんりんピック栃木2014（10/5～6・宇都宮市河
内体育館）で、今泉さん所属の愛媛県代表インディ
アカチーム「マドンナ」が日本一になりました。

　「チームメイトとは最初『勝とうとは思わず楽しく

やろうな』と話していたのですが、負けるとやっぱ

り悔しくて。『真剣に勝ちを目指そう』と話し合っ

たら、優勝してしまいました。運動はバレーやイン

ディアカなど、週４日しています。楽しいですし、

若い人と一緒だと気分まで若返るよう。皆さんも年

齢に合った運動をしてみてはいかがでしょうか」

　第２回「全国ヘルシー中華料理コンテスト」料理
の部で、最優秀賞の厚生労働大臣賞を受賞しました。

　「タイの切り身を開いた上に、豚ミンチや豆腐、
たけのこなどを細かく刻んだものを乗せて、湯葉で

包んで揚げ、蒸して仕上げる『タイの湯葉まき』を

考案しました。使う食材は基本、西予市産のもの。

審査はレシピと写真で行われました。受賞を聞いて

びっくりしましたが、うれしかったです。これから

も地産地消の料理を提供していきたいです。予約が

あれば『タイの湯葉まき』をお出ししています」

社会教育功労者表彰
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署
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春
に
起
こ
り
や
す
い
火
災
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
お
う

か
な
い

◎
換
気
扇
や
魚
焼
き
グ
リ
ル
な
ど
を
定
期
的

に
掃
除
す
る

ス
ト
ー
ブ
か
ら
の
火
災

◎
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い

◎
洗
濯
物
を
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
干
さ
な
い

◎
部
屋
を
離
れ
る
と
き
や
寝
る
と
き
は
、
必

ず
消
す

◎
給
油
す
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
し
て
か

ら
行
う

野
焼
き
か
ら
の
火
災

◎
強
風
や
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
と
き
は
行

わ
な
い

◎
枯
れ
草
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
が
あ
る
場

所
で
は
行
わ
な
い

※
た
き
火
や
野
焼
き
は
原
則
禁
止
で
す
が
、

ど
ん
と
焼
き
や
農
林
業
で
行
う
焼
却
行
為
に

つ
い
て
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

※
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
行
為
に
つ
い
て
は

消
防
署
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　
以
上
の
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
付
け
て

「
安
心
・
安
全
な
町
、
西
予
市
」
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

　
３
月
１
日
～
７
日
ま
で
、
全
国
一
斉
に
春

の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の

時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
も
強
く
な
る
た

め
火
災
が
発
生
し
や
す
く
、
全
国
的
に
林
野

火
災
が
起
こ
り
や
す
い
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　
西
予
市
内
で
は
、
過
去
５
年
間
で
最
も
火

災
が
起
き
て
い
る
の
が
、
１
月
か
ら
３
月
の

３
カ
月
間
で
す
。
原
因
に
は
た
ば
こ
、
コ
ン

ロ
、ス
ト
ー
ブ
や
野
焼
き
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
市
民
一
人
一

人
が
防
火
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
、
火
災
予
防
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
火
災
を
防
ぐ
た
め
の
、
大
事
な
ポ
イ
ン

ト
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

た
ば
こ
か
ら
の
火
災

◎
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い

◎
灰
皿
の
吸
い
殻
は
こ
ま
め
に
捨
て
る

◎
吸
い
殻
を
捨
て
る
と
き
は
水
を
か
け
、
完

全
に
消
え
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

◎
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
は
し
な
い
（
携
帯
灰

皿
を
使
用
す
る
）

コ
ン
ロ
か
ら
の
火
災

◎
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す

◎
コ
ン
ロ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

　
休
養
・
こ
こ
ろ
部
会
で
は
「
ス
ト
レ
ス
と

上
手
に
付
き
合
お
う
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

（
平
成
26
年
５
～
７
月
実
施
）
か
ら
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
の
実
態
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
は
？

　
ス
ト
レ
ス
を
ほ
と
ん
ど
感
じ
な
い
人
の
割

合
は
男
女
と
も
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
ま
す

が
、「
い
つ
も
あ
る
・
と
き
ど
き
あ
る
」
が
７

～
８
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
を
解

消
す
る
手
段
と
し
て
多
か
っ
た
も
の
は
、
男

性
は「
ア
ル
コ
ー
ル
類
」、「
趣
味
」、「
運
動
」、

「
テ
レ

ビ
・
ラ

ジ
オ
」

の
順
で

し
た
。

女
性
は

「
お
し
ゃ

べ
り
」、

「
シ
ョ

ッ
ピ
ン

グ
」、「
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
」、「
趣
味
」の
順
で
し
た
。

　「
元
気
だ
！
せ
い
よ
ひ
ろ
ば
」
で
の
市
民

の
皆
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や「
こ
こ
ろ

の
健
康
づ
く
り
講
演
会
」時
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
は
、「
笑
う
」
と
の
回
答
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。
自
分
な
り
の
解
消
法
を
見
つ
け
て

早
め
に
対
処
し
、
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き

合
い
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
心
が
疲
れ
た
と
き
は

　「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」（
予
約
制
）
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
推
進
課
ま
た

は
各
支
所
生
活
福
祉
課
ま
で
、
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

保
健
だ
よ
り

問
市
役
所 

健
康
づ
く
り
推
進
課
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図
書
館
だ
よ
り

問
市
民
図
書
館
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文
化
財
だ
よ
り

問
市
役
所 

文
化
体
育
振
興
課
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「
ブ
ッ
ク
ス
マ
イ
ル
」
活
動
ス
タ
ー
ト
！

　
土
居
地
区
に
読
み
聞

か
せ
グ
ル
ー
プ
が
で
き

ま
し
た
。名
前
は「
ブ
ッ

ク
ス
マ
イ
ル
」。平
成
26

年
９
月
か
ら
月
２
回
、

土
居
小
学
校
で
朝
の
読

書
の
時
間
に
読
み
聞
か

せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
短
い
時
間
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
ふ
れ
合
っ
て
い
ま

す
。
会
員
は
６
人
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ

な
本
を
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
紹
介
し
て
い

け
た
ら
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

朝
の
お
話
会
ス
タ
ー
ト
！

　
平
成
26
年
10
月
か
ら
遊
子
川
小
学
校
で
読

み
聞
か
せ
活
動
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
、
地

区
住
民
に
呼
び
か
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り

ま
し
た
。
月
１
～
２
回
、
朝
読
書
の
時
間
に

会
員
が
交
代
で
読
み
聞

か
せ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
遊
子
川
で
は
初
め

て
の
試
み
で
す
が
、
本

を
通
し
て
楽
し
く
交
流

で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

土
居
分
館

遊
子
川
分
館

中
央
館
（
宇
和
）・
三
瓶
分
館
の
臨
時
休
館

　
蔵
書
点
検
と
図
書
館
シ
ス
テ
ム
更
新
の
た

め
、
３
月
10
日（
火
）～
16
日（
月
）ま
で
休
館

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
３
月
１
日（
日
）～
８

日（
日
）は
図
書
の
個
人
貸
し
出
し
上
限
を
５

冊
か
ら
10
冊
ま
で
引
き
上
げ
ま
す
。

野
村
分
館
の
臨
時
休
館

　
新
館
へ
の
引
っ
越
し
作
業
の
た
め
３
月
１

日（
日
）～
31
日（
火
）の
１
カ
月
間
、
休
館
と

な
り
ま
す
。
２
月
27
日（
金
）ま
で
個
人
貸
し

出
し
上
限
を
10
冊
と
し
て
い
ま
す
。

◎
新
刊
図
書
紹
介

「
お
ひ
る
ね
動
物
園
」
た
ち
ば
な
れ
ん
じ

（
著
）
河
出
書
房
新
社
（
発
）「
新
版 

失
敗

し
な
い
さ
し
木
つ
ぎ
木
と
り
木
」
尾
亦
芳
則

（
著
） 

西
東
社
（
発
）「
げ
き
ポ
カ
」
平
地
治

美
（
著
）
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社 

（
発
）「
逢
魔
」

唯
川
恵
（
著
）
新
潮
社 

（
発
）「
悪
い
恋
人
」

井
上
荒
野
（
著
）
朝
日
新
聞
出
版
（
発
）

「
デ
ィ
ッ
プ
の
本
」
渡
辺
麻
紀
（
著
）
マ
イ

ナ
ビ 

（
発
）「
和
食
の
ぱ
ん
の
つ
く
り
か
た
」

濱
田
豊 （
著
）
サ
ン
マ
ー
ク
出
版
（
発
）「
コ

コ
ナ
ッ
ツ
オ
イ
ル
使
い
こ
な
し
事
典
」
対
馬

ル
リ
子
ほ
か
（
監
修
）
世
界
文
化
社
（
発
）

「
仙
人
の
お
し
え
」
お
ざ
わ
と
し
お
（
著
）
く

も
ん
出
版
（
発
）

城
川
分
館

　
皆
さ
ん
は
「
文
化
的
景
観
」
と
い
う
言
葉

を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
景

観
は
分
か
り
ま
す
が
「
文
化
的
」
と
付
く
景

観
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
今
か
ら
10
年
ほ
ど
前
に
、
新
た
な
文
化
財

の
ひ
と
つ
と
し
て
「
文
化
的
景
観
」
が
文
化

財
保
護
法
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
法
律
で
は

「
地
域
に
お
け
る
人
々
の
生
活
又
は
生
業
及

び
当
該
地
域
の
風
土
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
景

観
地
で
我
が
国
民
の
生
活
又
は
生
業
の
理
解

の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
」
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
文
化
的
景
観
と

は
、
単
に
き
れ
い
な
景
観
の
こ
と
で
は
な

く
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
、
な
り
わ

い
や
風
土
と
の
関
わ
り
で
形
づ
く
ら
れ
た
景

観
の
こ
と
を
言
う
の
で
す
。
そ
し
て
文
化
的

景
観
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
も
の
で
保
護
さ

れ
て
い
る
も
の
を
、
国
が
「
重
要
文
化
的
景

観
」
に
選
定
し
ま
す
。

　
現
在
、
全
国
に
は
44
件
の
重
要
文
化
的
景

観
が
あ
り
、
県
内
で
は
宇
和
島
市
水
荷
浦
の

段
畑
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
見
て

み
る
と
、
棚
田
や
段
々
畑
（
農
耕
）、
牧
場

（
放
牧
や
採
草
）、
森
林
（
森
林
利
用
）、
海

や
川
（
漁
業
な
ど
）、
集
落
景
観
（
居
住
）

な
ど
、
景
観
も
そ
の
背
後
に
あ
る
生
活
や
生

業
も
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
市
内
に
も
文
化
的
景
観
に
な
り
そ
う
な
場

所
が
何
か
所
か
あ
り
ま
す
。
来
年
度
か
ら
、

明
浜
町
狩
浜
の
段
々
畑
と
宇
和
海
の
文
化
的

景
観
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
、
重
要
文
化
的

景
観
に
選
定
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く

予
定
で
す
。
段
畑
、
石
灰
岩
、
石
積
み
、
柑

橘
栽
培
、
宇
和
海
、
魚
付
林
、
漁
業
、
集

落
、
川
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
特
徴
を
把
握
し
、
景
観
全
体

の
評
価
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
調
査
の
様
子

や
成
果
に
つ
い
て
は
、
随
時
こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
化
的
景
観
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こ
れ
ま
で
振
り
込
め
詐
欺
犯
人
グ
ル
ー
プ

は
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
窓
口
か
ら
振
り
込
ま
せ
る
こ

と
で
現
金
を
獲
得
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
最
近
で
は
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
や
宅
急
便
を

利
用
し
て
、
現
金
を
送
付
さ
せ
る
手
口
が
急

増
し
て
い
ま
す
。

　
悪
質
な
振
り
込
め
詐
欺
被
害
に
あ
わ
な
い

た
め
に
も
「
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
・
宅
急
便
で
現

金
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
は
詐
欺
！
」
と
覚
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

振
り
込
め
詐
欺
を
予
防
す
る
た
め
に

◎
限
度
額
以
上
の
お
金
を
引
き
出
せ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
、
金
融
機
関
に
相
談
し
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
限
度
額
を
引
き
下
げ
る

　「
ネ
ッ
ト
通
販
で
ブ
ラ
ン
ド
品
を
購
入
し

た
が
、
注
文
と
は
違
う
商
品
が
届
い
た
」、

「
あ
き
ら
か
な
偽
物
が
届
い
た
」
な
ど
と
い

う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
通
信
販
売
は
「
特
定
商
取
引
法
」
に
よ
っ

て
規
制
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
通
販
事
業
者
に
は
事

業
者
名
・
代
表
者
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
を
正
し
く
表
示
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
多
数

あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
に
は
詐
欺
的
な
サ

イ
ト
も
あ
り
ま
す
。

詐
欺
に
あ
わ
な
い
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

◎
商
品
を
注
文
す
る
と
き
に
は
、
信
頼
で
き

る
業
者
か
ど
う
か
、
所
在
地
や
電
話
番
号

警
察
署
だ
よ
り

特
殊
詐
欺
を
撃
退
す
る
ポ
イ
ン
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
お
買
い
物
に
注
意

◎
直
接
犯
人
と
対
話
す
る
機
会
を
物
理
的
に

遮
断
す
る
た
め
、
在
宅
時
で
も
留
守
番
電

話
に
設
定
す
る

次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
絶
対
に

お
金
を
渡
さ
ず
、
ま
ず
相
談
を
！

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
…
家
族
を
装
っ
て
電
話
を

か
け
て
き
ま
す
。「
携
帯
電
話
の
番
号
が
変

わ
っ
た
」、「
妊
娠
さ
せ
て
し
ま
っ
て
慰
謝
料

が
必
要
」
な
ど
▼
架
空
請
求
…
身
に
覚
え
の

な
い
料
金
を
請
求
さ
れ
ま
す
▼
還
付
金
詐

欺
…
「
携
帯
電
話
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
」
な

ど
と
誘
導
さ
れ
ま
す

　
　
西
予
警
察
署

　
☎
０
８
９
４（
62
）０
１
１
０

問

な
ど
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
、
記

載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
実
在
す
る
か
な
ど

を
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う

◎
一
般
に
流
通
し
て
い
る
販
売
価
格
よ
り
も

極
端
に
安
い
場
合
や
、
支
払
い
方
法
が

「
個
人
名
義
の
銀
行
口
座
」
へ
の
前
払
い

の
場
合
は
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
や
す
い
の

で
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

◎
通
信
販
売
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

の
適
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。
返
品
な
ど
は
業

者
が
決
め
た
条
件
に
従
う
こ
と
に
な
る
の

で
必
ず
確
認
の
上
注
文
し
ま
し
ょ
う

　
　
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
９
４（
62
）１
２
８
５

問

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

休 日 当 番 医
変更となる場合があります。念のため医
療機関へ確認の上、お出かけください。

奇数日が西予市民病院
偶数日が野村病院　　３月

市内救急病院
　二次救急（平日夜間および休日）

西予市民病院☎0894（62）1121
市立野村病院☎0894（72）0180
二次救急は中症～重症患者の受け入れをする医
療機関です。検査・入院・手術が必要な場合に
備え、医師と外来看護師が当直し、検査・放射
線の技師が待機して救急医療にあたっています。

小児在宅当番医での外科治療は対応困難なた
め、けがなどの場合は、当日の外科系の当番医
または救急病院をご利用ください。

宇和・明浜地区
３月１日（日） かどた医院

☎0894（62）6722

３月８日（日） 上甲耳鼻咽喉科
☎0894（62）0012

３月15日（日） 近藤医院
☎0894（62）2311

３月21日（土） 土居内科
☎0894（69）1285

３月22日（日） 高千穂医院
☎0894（62）5009

３月29日（日） 松多クリニック
☎0894（62）6655

野村・城川地区
３月１日（日） 野村病院

☎0894（72）0180

３月８日（日） おか医院
☎0894（72）3456

３月15日（日） 宇都宮内科
☎0894（72）3333

３月21日（土） 野村病院
☎0894（72）0180

３月22日（日） 野村病院
☎0894（72）0180

３月29日（日） 野村病院
☎0894（72）0180

三瓶地区
３月１日（日） 内・外 八幡浜急患センター　

☎0894（24）1199

３月８日（日） 内・外 八幡浜急患センター　
☎0894（24）1199

３月15日（日） 内・外 八幡浜急患センター　
☎0894（24）1199

３月21日（土）
内 八幡浜急患センター　
☎0894（24）1199
外 にしむら整形外科　　
☎0894（35）7111

３月22日（日） 内・外 八幡浜急患センター　
☎0894（24）1199

３月29日（日） 内・外 八幡浜急患センター　
☎0894（24）1199

小児科
３月１日（日） ごうお小児科医院（大洲市西大洲）

☎0893（24）3936

３月８日（日） みかんこどもクリニック（八幡浜市白浜通）
☎0894（20）8800

３月15日（日） 亀井小児科（大洲市東大洲）
☎0893（24）3757

３月21日（土） 八幡浜急患センター（八幡浜市大平）
☎0894（24）1199

３月22日（日） おおむら小児科（内子町城廻）
☎0893（44）7117

３月29日（日） 守口小児科（八幡浜市産業通）
☎0894（24）7770
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１
日
か
ら
末
日
ま
で
の
月
単
位
。
最
長
12

カ
月
。
募
集
は
年
度
区
切
り
。

掲
載
料
　
１
枠
６
千
円
（
月
額
）

◎「
広
報
せ
い
よ
」
に
掲
載
す
る
有
料
広
告

　
掲
載
は
平
成
27
年
５
月
号
（
４
月
20
日
発

行
）
分
か
ら
。
原
稿
は
広
告
主
が
作
成
し
て

く
だ
さ
い
。

掲
載
場
所

　
①
裏
表
紙
の
最
下
段
（
カ
ラ
ー
）

　
②
表
紙
・
裏
表
紙
以
外
の
最
下
段（
２
色
）

規
格

　
①
縦
43
㎜
×
横
57
㎜
②
縦
43
㎜
×
横
84
㎜

掲
載
期
間

　
１
回
単
位
で
最
長
12
回
。
募
集
は
年
度
区

切
り
。

掲
載
料
　
１
枠
１
回
（
月
）
２
万
円

　
　
市
役
所 

情
報
推
進
課

　
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
４

　
入
料
金
10
万
円
、
月
寮
費
（
全
個
室
・
朝

夕
２
食
付
き
）
５
万
５
千
円
。
原
則
と
し
て

南
予
地
区
出
身
者
の
子
弟
で
、
東
京
都
と
そ

の
周
辺
の
大
学
に
入
学
す
る
男
子
生
徒
が
対

象
。
募
集
人
員
25
人
程
度
で
す
。

書
類
選
考
日
　
３
月
14
日（
土
）

　
　
公
益
財
団
法
人 

南
予
奨
学
会 

南
豫
明
倫
館

　
☎
０
４
２（
３
８
３
）９
８
３
５

問「
南
豫
明
倫
館
」新
入
寮
生
　

問

募集

　
市
外
在
住
者
の

皆
さ
ん
へ
、
ふ
る

さ
と
の
情
報
が
満

載
の
市
広
報
紙

「
広
報
せ
い
よ
」

を
毎
月
お
送
り

し
ま
す
。

年
会
費

　
千
円
（
送
料
込
）

該
当
号

　
平
成
27
年
５
月
号
～
28
年
４
月
号
ま
で
。

毎
月
１
回
、
全
12
回
送
付
し
ま
す
。

　
　
市
役
所 

情
報
推
進
課

　
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
４

◎
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
有
料
広
告

掲
載
場
所

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
下
部

（
募
集
枠
４
枠
）

規
格
　
縦
50
ピ
ク
セ
ル
×
横
１
７
０
ピ
ク
セ
ル

掲
載
期
間

「
広
報
せ
い
よ
友
の
会
」

問HP
と
広
報
紙
へ
の
有
料
広
告

材料　かまぼこ板。どこの産地のものでも可。１作
品１枚～100枚、最大面積1.0㎡まで。

応募資格　プロ・アマ問わず誰でも可。ただし未発
表作品に限る。

応募方法　１人何点でも応募可。１作品ごと、か
まぼこ板の裏に直接①絵の題、②郵便番号、③

住所、④氏名（フリガナ）、⑤年齢（学生は学校

名と学年）、⑥電話番号を、ボールペンまたはマ

ジックペンなどではっきりと記入してください。

応募期限　４月20日（月）※当日消印有効
入賞発表　６月（中旬予定）にマスコミを通じて発
表（市HPにも掲載）の上、入賞者へ通知。応募

作品については一切の権利を西予市が有するもの

とします。ただし選外の作品については応募時に

返却希望の申し入れがあり、切手を貼った返送用

封筒を同封した人にのみ返送可。返送は平成28

年３月末の予定です。

名誉審査員　中村時広（愛媛県知事）
審査員　車だん吉（タレント）、折笠勝之（洋画家）
神山恭昭（絵日記作家）、伊東正次（日本画家）

賞　大賞30万円（１点）、優秀賞５万円（10点）、
入選１万円（40点）、佳作は宇和島かまぼこ詰め

合わせ（100点）、特別賞（37点）※応募者全員に

「ギャラリーしろかわ」無料招待券をプレゼント

問い合わせ・応募先
　〒797－1717西予市城川町下相680

　西予市立美術館「ギャラリーしろかわ」

　☎0894（82）1001

作品募集 第21回全国「かまぼこ板の絵」展覧会

テーマは自由。みんなの夢、希望、笑顔など、

ご家族で制作されたものも大歓迎！応募作品は全て展示します。
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漢
詩

宇
和
清
流
吟
社

春か
す
が日
山や

ま

寺じ

に
遊
ぶ 

二
宮

　
　覚

山さ
ん

径け
い

苔
を
踏
ん
で
　
塵じ

ん

俗ぞ
く

忘
れ

鐘し
ょ
う

声せ
い

流
る
る
處と

こ
ろ

　
篆て

ん

煙え
ん

香
る

僧そ
う

堂ど
う

恭う
や
う
や

し
く
拝
し
て
浄じ

ょ
う

縁え
ん

を
謝
し

知
る
是こ

れ

春
風
　
佛ぶ

っ

光こ
う

に
和
す

川
柳

川
柳
「
城
の
和
」

酒
を
飲
む
ド
ラ
マ
私
も
飲
み
始
め

�

岡
田

　新
一

福
寿
草
寄
せ
植
え
に
し
て
春
を
待
つ

�

芝

　
　昭
彦

ダ
イ
エ
ッ
ト
減
ら
な
い
目
方
増
え
る
器
具

�

山
本

　敦
義

短
歌

中
川
短
歌
会

ご
き
げ
ん
よ
う
又
会
い
ま
し
た
ね
美
人
さ
ん

優
し
く
あ
わ
い
芙ふ

蓉よ
う

咲
く
路み

ち 

稲
垣

　
　章

も
み
ぢ
葉
を
濡
ら
す
時し

ぐ
れ雨
は
そ
の
紅
き
色
と

け
る
が
に
雫
と
な
り
ぬ 

末
光

　翠
峰

背
伸
び
し
て
い
き
い
き
咲
け
り
石つ

蕗わ

の
花
根ね

方か
た

に
千
両
赤
き
色
そ
ふ 

三
好

　チ
エ

多
田
短
歌
会

暗
闇
に
激
し
く
叩
く
雨
音
か
広
島
の
惨さ

ん

禍か

頭

を
よ
ぎ
る 

　
水
元

　
　博

散
り
し
け
る
銀い

ち
ょ
う杏

黄も
み
じ葉

の
処
の
み
秋
の
日
暮

れ
に
残
る
明
る
さ 

鈴
木

　
　栞

あ
た
ご
柿
皮
む
き
つ
る
す
軒
下
に
師
走
の
気

分
否
応
無
し
に 

岡
田

　信
子

俳
句

か
り
が
ね
吟
社

風
で
飛
ぶ
言
葉
も
せ
わ
し
蜜
柑
摘
む

�

原
田

　義
徳

　
地
域
経
済
活
性
化
と

少
子
化
対
策
は
、
仕
事

と
家
庭
の
両
立
支
援
か

ら
。
県
で
は
３
月
末
ま

で
「
え
ひ
め
共
働
き
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
、
株
式
会
社
エ
ス
・
ピ
ー
・
シ
ー
に
委
託

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
共
働
き
家
庭
を
支
援

す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
あ
る
い
は

今
後
取
り
組
も
う
と
い
う
意
欲
が
あ
る
県
内

企
業
・
団
体
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

　
参
加
い
た
だ
い
た
企
業
・
団
体
名
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
本
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
車
両
・
屋
外
用
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど

を
無
料
で
お
配
り
し
ま
す（
数
に
限
り
あ
り
）。

応
募
方
法

　
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
え
ひ
め
共
働
き

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
か
ら
「
賛
同
書
」
に
記
入

の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
く
だ
さ
い
。

　
　
株
式
会
社
エ
ス
・
ピ
ー
・
シ
ー

　
Ｆ
Ａ
Ｘ

︰

０
８
９（
９
４
５
）１
１
９
３

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
れ
ん
げ
草「
た
ん
ぽ
ぽ
工
房
」

の
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
障
が
い
者
の

日
中
活
動
を
支
援
す
る
施
設
）
で
働
く
補
助

指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

共
働
き
賛
同
企
業
を
募
集

問た
ん
ぽ
ぽ
工
房
　
職
員
募
集

業
務
日
数
　
週
２
～
３
日

資
格
　
普
通
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
不
可
）

募
集
期
限
　
３
月
10
日（
火
）

　
　
た
ん
ぽ
ぽ
工
房

　
☎
０
８
９
４（
72
）３
５
８
２

　
西
予
市
は
有
名
な
生
糸
の
産
地
で
す
が
、

今
、
材
料
と
な
る
繭
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
伝
統
あ
る
技
術
が
失
わ
れ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
養
蚕
農
家
に
な
っ
て
蚕
を
育
て

て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
必
要
な
施

設
な
ど
に
は
手
厚
い
支
援
が
あ
り
ま
す
。

補
助
内
容

　
繭
を
定
額（
１
キ
ロ
あ
た
り
３
０
０
０
円
）

で
買
い
取
り
ま
す
。
蚕
室
の
建
設
に
か
か
る

費
用
に
つ
い
て
は
９
割
を
補
助
し
ま
す
。

　
　
市
役
所 

農
業
水
産
課

　
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
９

　
県
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
な

ど
を
行
っ
て
い
た
だ
く
県
政
モ
ニ
タ
ー
（
一

般
モ
ニ
タ
ー
）
を
募
集
し
ま
す
。

定
員
　
２
０
０
人
以
内

任
期

　
平
成
27
年
４
月
上
旬
（
委
嘱
日
）
か
ら
平

問養
蚕
、始
め
て
み
ま
せ
ん
か

問県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

成
29
年
３
月
31
日
ま
で

応
募
資
格

　
18
歳
以
上
（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

の
県
内
在
住
者
（
ま
た
は
県
に
縁
の
あ
る
県

外
居
住
者
）
で
国
（
地
方
）
公
務
員
で
な
い

人応
募
方
法

　
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
応
募
用
紙
に

記
入
の
上
、
郵
送
や
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

応
募
期
限
　
３
月
16
日（
月
）
※
必
着

　
　
県
広
報
広
聴
課

　
☎
０
８
９（
９
１
２
）２
２
４
３

問

広
　
報
　
文
　
芸

　
市
で
は
現
在
、
比
較
的
保
存
状
態
が
良

く
、
無
償
で
提
供
い
た
だ
け
る
養
蚕
器
具
や

資
材
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
養
蚕
専
用
器
具
や
資
材
が
手
に
入
り
に
く

く
な
っ
て
い
る
中
、
こ
れ
か
ら
西
予
市
で
養

蚕
農
家
を
目
指
す
人
に
無
償
で
お
渡
し
す
る

た
め
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
市
役
所 
農
業
水
産
課

　
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
９

使
わ
な
く
な
っ
た
養
蚕
用
具

問

提供して
ください
ませんか

SEIYO INFORMATION & NEWS

広報　せいよ19

告
示
日
の
霙み

ぞ
れ

の
中
に
立
つ
候
補

�

長
友

　
　孝

好こ
う

々こ
う

爺じ
い

め
き
た
る
夫つ

ま

の
冬
帽
子

�

佐
藤

　博
子

花
水
木
句
会
（
宗
一
選
）

過
ぎ
去
り
し
日
々
の
愛い

と

し
き
古ふ

る

暦ご
よ
み

�

上
田

　冴
子

初
風
呂
の
芯
の
芯
ま
で
温
ま
り

�
宮
本

　桂
子

飲
み
過
ぎ
の
胃
に
や
さ
し
か
り
薺な

ず
な

粥か
ゆ

�

山
本

　長
正

さ
さ
ご
句
会
（
カ
ホ
ル
選
）

よ
ち
よ
ち
の
幼お

さ
な

眞ま

中な
か

に
御ぎ

ょ

慶け
い

か
な

�

是
沢

　靖
子

初
雪
を
け
ち
ら
し
夜
汽
車
迫
り
く
る

�

高
橋
お
さ
む

散
紅
葉
踏
み
し
め
別
れ
惜
し
み
け
り

�

清
水

　逸
子

笠
置
句
会

梅
の
花
大
正
生
ま
れ
の
矍か

く

鑠し
ゃ
く

と

�

三
好

　乾
弌

芽
吹
く
も
の
日
々
太
り
つ
ゝ
庭
の
景

�

武
田

　フ
サ

春
浅
し
入い

り

日ひ

静
か
に
空
を
染
め

�

宇
都
宮
て
い
子

銀
杏
吟
社

凍い
て

雲ぐ
も

の
切
れ
間
の
日ひ

矢や

に
里
光
る

�

山
口

　文
規

干
竿
の
売
り
声
通
る
師
走
か
な

�

稲
垣

　徳
雄

注し

連め

飾
る
里
の
宝
の
湧わ

き

泉い
ず
み 

松
浦

　白
城

三
瓶
俳
句
会

燃
え
乍な

が

ら
雲
染
め
な
が
ら
秋
落ら

つ
き暉

�

河
野
ミ
ツ
ヱ

薄
紅
の
都
わ
す
れ
の
返
り
花 

那
須

　陽
子

山
眠
る
失
せ
物
つ
い
に
見
当
た
ら
ず

�

竹
井
か
を
る

１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
免
除
申
請
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
配
偶
者
や

世
帯
主
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は

免
除
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金
額

を
計
算
す
る
と
き
に
一
定
の
割
合
で
減
額
さ

れ
ま
す
。

　
　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
９
５（
22
）５
４
４
０

　
国
民
健
康
保
険
の
取
得
・
喪
失
届
は
14
日

以
内
に
お
願
い
し
ま
す
。

就
職
し
た
と
き
・
扶
養
に
な
っ
た
と
き

　
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
り
、
家
族

の
扶
養
に
な
っ
た
り
し
た
と
き
に
は
国
保
の

資
格
を
喪
失
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

退
職
し
た
と
き
・
扶
養
で
な
く
な
っ
た
と
き

　
次
の
い
ず
れ
か
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

②
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
家
族
の
扶
養

に
な
る

③
健
康
保
険
を
任
意
継
続
す
る

　
こ
の
う
ち
①
の
手
続
き
の
際
に
は
、
健
康

保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書
（
会
社
で
発
行
）

と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
市
役
所 

市
民
課

　
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
５

問就
職
・
退
職
を
控
え
た
皆
さ
ん
へ

問

クリーム色

退は肌色◯

新しい保険証は３月下旬までに届きます

　国保に加入している皆さんには、３月下旬までに新しい「国民健康保

険（退職）被保険者証」が届きます。４月からは新しい保険証をお使い

ください。

　基本的な有効期限は平成28年３月31日までですが、滞納のある世帯

や、ある一定の年齢になる人などは有効期限が違う場合があります。

　　市役所 市民課☎0894（62）6405問

　
失
業
や
離
職
な
ど
で
収
入
が
な
い
場
合

は
、
国
民
年
金
保
険
料
免
除
が
認
め
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
「
年
金
手
帳
」
を
持
参
の
上
、
資

格
取
得
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
配
偶
者

の
扶
養
を
外
れ
て
国
民
年
金
に
加
入
す
る
場

合
は
、
配
偶
者
の
勤
め
先
で
第
３
号
の
喪
失

手
続
き
が
必
要
で
す
。

２
年
１
カ
月
前
の
免
除
ま
で
申
請
可
能

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
、
申
請
時
点
の
２
年

離
職
し
た
人
の
年
金
手
続
き

お知
らせ

　
毎
年
４
月
29
日
に
開
催
し
て
い
る
「
宇
和

れ
ん
げ
ま
つ
り
」
で
は
会
場
に
鯉
の
ぼ
り
を

揚
げ
て
い
ま
す
が
、
長
年
の
使
用
に
よ
り
破

損
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
数
が
不
足
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
使
わ
な
く
な
っ
た
り
自

宅
で
眠
っ
て
い
た
り
す
る
鯉
の
ぼ
り
を
提
供

し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

　「
宇
和
れ
ん
げ
ま
つ
り
」
を
盛
り
上
げ
る

た
め
に
も
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
市
役
所 

経
済
振
興
課

　
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
８

眠
っ
て
い
る
鯉
の
ぼ
り

問
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相談

　
治
療
と
仕
事
の
両
立
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

が
ん
患
者
の
た
め
の
就
労
支
援

　
70
歳
以
上
の
皆
さ
ん

が
対
象
。
平
成
26
年
９

月
か
ら
開
始
し
た
路
線

バ
ス
利
用
助
成
事
業
の

助
成
券
は
、
３
月
い
っ

ぱ
い
で
有
効
期
限
切
れ

と
な
り
ま
す
。
必
要
な

方
は
４
月
以
降
分
に
つ

い
て
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
開
始
日
　
３
月
16
日（
月
）

受
付
窓
口

　
高
齢
福
祉
課
、
各
支
所 

生
活
福
祉
課
、
公

民
館
（
た
だ
し
、
公
民
館
で
の
発
行
は
数
日

後
と
な
り
ま
す
）

対
象
者

　
市
内
に
住
所
が
あ
る
70
歳
以
上
の
人
（
た

だ
し
他
制
度
で
助
成
を
受
け
て
い
る
人
は
対

象
外
）

申
請
に
必
要
な
も
の

　
印
鑑
、
保
険
証
な
ど
の
身
分
証
明
書

利
用
で
き
る
路
線

①
宇
和
島
自
動
車
が
運
行
す
る
バ
ス
路
線
の

西
予
区
域
内（
特
急
・
急
行
便
は
対
象
外
）

②
野
村
ツ
ー
リ
ス
ト
が
運
行
す
る
野
村
地
区

代
替
バ
ス
路
線

助
成
内
容

◎
助
成
対
象
運
賃
額
は
片
道
２
６
０
円
以
上

で
、
そ
の
半
額
を
助
成

バ
ス
代
が
半
額
に
な
る
助
成
券

◎
助
成
回
数
は
年
間
72
回
が
限
度

◎
36
枚
つ
づ
り
の
助
成
券
を
年
間
２
冊
ま
で

発
行

　
　
市
福
祉
事
務
所 

高
齢
福
祉
課

　
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
６

　
ま
た
は
各
支
所 

生
活
福
祉
課

　
現
在
、
平
成
27
年
度
「
交
通
災
害
共
済
」

の
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

　
わ
ず
か
な
掛
金
で
、
最
低
２
万
円
か
ら
最

高
１
０
０
万
円
の
お
見
舞
い
金
が
受
け
ら
れ

る
、
身
近
で
手
軽
な
公
的
共
済
制
度
で
す
。

掛
け
金
（
１
人
年
額
）

　
一
般
７
０
０
円
、
中
学
生
以
下
（
平
成
12

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
）
３
０
０
円

共
済
期
間

　
４
月
１
日
か
ら
１
年
間
。
共
済
期
間
中
に

加
入
の
場
合
は
、
掛
け
金
を
納
め
た
日
の
翌

日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
。

　
　
市
役
所 

総
務
課

　
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
０

　
ま
た
は
各
支
所 

総
務
課

　
教
育
に
関
す
る
各
事
業
が
ど
の
よ
う
に
展

開
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
す
る
こ
と
で
、
よ
り

問最
高
１
０
０
万
円
の
お
見
舞
金

問点
検
評
価
報
告
書
を
公
表

な
悩
み
に
、
就
労
支
援
経
験
豊
富
な
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
対
応
。
必
要
に
応
じ

て
具
体
的
な
応
募
書
類
の
書
き
方
や
模
擬
面

接
の
指
導
な
ど
も
行
い
ま
す
。

対
象

　
が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
、が
ん
経
験
者
で
、

職
場
へ
の
復
帰
や
就
労
を
考
え
て
い
る
人

日
時
　
３
月
26
日（
木
）

　
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

　
※
４
月
以
降
は
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催

会
場

　
市
立
宇
和
島
病
院
２
階 

お
薬
相
談
室

　
　
市
立
宇
和
島
病
院 

地
域
連
携
室

　
☎
０
８
９
５（
25
）１
１
１
１

　
家
庭
や
職
場
の
こ
と
、
心
と
体
の
不
調
に

つ
い
て
な
ど
、
心
配
ご
と
や
不
安
な
こ
と
を

抱
え
て
１
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　
臨
床
心
理
士
が
、
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
匿
名
で
可
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時
　
３
月
１
日（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

電
話
番
号
（
当
日
の
み
通
話
可
能
）

　
☎
０
８
９（
９
５
６
）２
３
２
０

　
☎
０
８
９（
９
５
６
）２
３
３
０

主
催

　
愛
媛
県
臨
床
心
理
士
会
・
日
本
臨
床
心
理

士
会

問こ
こ
ろ
の
健
康
電
話
相
談

よ
い
教
育
環
境
を
目
指
す
た
め
に
「
教
育
委

員
会
の
点
検
・
評
価
」（
平
成
25
年
度
対
象
）

を
実
施
し
て
報
告
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
市
教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課

　
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
３
０

問　
「
宇
和
れ
ん
げ
ま
つ
り
」
で
登
場
す
る
マ

ン
モ
ス
の
毛
と
な
る
「
わ
ら
ト
バ
」
を
制
作

し
ま
す
。
わ
ら
縄
に
わ
ら
を
編
ん
で
作
っ
て

い
く
も
の
で
す
。

　
申
し
込
み
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
市
役
所 

経
済
振
興
課

　
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
８

マ
ン
モ
ス
制
作
体
験

問

催し
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○１月届出分（敬称略）。親族等のご承諾を得て掲載しています。
　掲載を希望されない場合は、届出の際にお申し出ください。
※この記事を営利目的に利用することを禁じます。

相
談
は
無
料
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

行
政
相
談

明
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
３
月
３
日（
火
）午
前
９
時
～
正
午

市
役
所 

１
階
相
談
室

　
３
月
12
日（
木
）午
前
10
時
～
午
後
２
時

野
村
公
民
館

　
３
月
９
日（
月
）午
前
９
時
～
11
時

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　
３
月
16
日（
月
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

三
瓶
支
所

　
３
月
17
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

各
種
相
談

市
役
所 

１
階
相
談
室

　
３
月
12
日（
木
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

高
山
公
民
館
（
明
浜
町
）

　
３
月
10
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

教
育
保
健
セ
ン
タ
ー

　
３
月
５
日（
木
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

野
村
公
民
館

　
３
月
25
日（
水
）午
後
１
時
～
３
時

三
瓶
文
化
会
館

　
３
月
15
日（
日
）午
後
１
時
～
４
時

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　
３
月
10
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

人
権
相
談

結
婚
相
談

心
配
ご
と
相
談

　
３
月
24
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

狩
江
公
民
館
（
明
浜
町
）

　
３
月
13
日（
金
）午
後
１
時
～
３
時

野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
３
月
10
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　
３
月
16
日（
月
）午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

市
社
会
福
祉
協
議
会 

三
瓶
支
所

　
３
月
23
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　
３
月
16
日（
月
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
予
約
先

︰

市
社
会
福
祉
協
議
会 

城
川
支
所

　
☎
０
８
９
４（
82
）１
２
６
６

法
律
相
談 

※
予
約
制

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　
３
月
20
日（
金
）午
後
１
時
～
３
時

予
約
先

︰

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　
☎
０
８
９
４（
62
）２
０
０
０

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　
３
月
２
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時

狩
江
公
民
館
（
明
浜
町
）

　
３
月
13
日（
金
）午
後
１
時
～
３
時

野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
３
月
10
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　
３
月
16
日（
月
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

登
記
相
談 

※
予
約
制

介
護
・
福
祉
・
認
知
症
相
談

お誕生おめでとう

おくやみ
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戸籍取得に関する「登録型本人通知制度」
　本人以外が戸籍に関する証明書の交付を受けようと

する場合、委任状に基づき窓口で本人証明を厳格にし

た上で発行されています。

　しかしマスコミなどで報道されているように、特殊

詐欺などの巧妙な手口を考えたとき、自分の戸籍が安

全なのかも心配されます。

　平成24年に実施した西予市人権に関する市民意識

調査の「身元調査と結婚」の問いに対して、「身元調

査をしない」と回答した人は54.7％（有効回答総数

625）でした。しかし「するかもしれない・する」と

回答した人は36.8％でした。身元調査に戸籍関係が

利用されることもあるのではないでしょうか。

　次のような事件も報道されています（概略）。

　「2012年７月。Ｓ容疑者は行政書士にうその説明

をして、会社役員Ａさんの戸籍と住民票の取得を依頼

した。その行政書士は、行政書士会が発行する職務上

請求書を使って関係書類を取得してＳ容疑者に渡し、

見返りに報酬を受け取った。Ａさんは事前登録してい

たので通知を受け、事件が発覚し、関係者は戸籍法違

反で逮捕された」

　平成26年第54回愛媛県人権対策協議会定例大会で

は、県下に登録型本人通知制度の導入を呼びかけてい

ます。その資料の中で、次のように説明しています。

登録型本人通知制度とは（香川県高松市の例）

　この制度は、事前に登録した方に対して、その方の

戸籍謄本・抄本や住民票の写しなどの証明書を本人の

代理人や第三者に交付したとき、証明書を交付したと

いう事実を通知する制度です。この制度を利用するこ

とによって、誰かが不正に自分の個人情報を取得した

場合、不正取得の早期発見につながり、事実関係の早

期解決が期待できます。不正が発覚する可能性が高ま

ることから、不正請求を抑止する効果も期待できます。

市民の皆さまからのご意見などをお待ちしています。

　　市教育委員会 生涯学習課☎0894（62）6415問

みんなの人権ひろば

医
療
よ
も
や
ま
話

　
昨
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
マ
ダ
ニ
に

咬
ま
れ
て
亡
く
な
る
方
の
新
聞
報
道
が
続
き

ま
し
た
が
、
最
近
は
あ
ま
り
耳
に
す
る
こ
と

が
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
病
気
が
無
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
マ
ダ
ニ

の
活
動
期
が
お
よ
そ
４
月
か
ら
11
月
の
間
で

あ
り
、
そ
の
時
期
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
た
め

と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
愛
媛
県
、
更
に
は
こ

の
南
予
地
方
に
お
い
て
は
患
者
さ
ん
が
多

く
、
４
月
以
降
ま
た
発
生
す
る
の
で
は
な
い

か
と
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
起
こ
る
病
気
の
こ
と

を
「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
」
と
言

い
、英
語
の
頭
文
字
を
と
っ
て
「
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
で
は
咬
ま
れ
た
人
が

皆
こ
の
病
気
に
か
か
っ
て
亡
く
な
る
か
と
い

う
と
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ

ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
て
い
る
マ
ダ
ニ
と
、
持
っ

て
な
い
マ
ダ
ニ
が
あ
り
、
持
っ
て
い
る
マ
ダ

ニ
に
咬
ま
れ
た
と
き
に
発
症
す
る
可
能
性
が

出
て
き
ま
す
。ち
な
み
に
、ウ
イ
ル
ス
を
持
っ

て
い
る
か
ど
う
か
の
見
極
め
は
残
念
な
が
ら

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
咬
ま
れ
た
人
は
ま
ず
こ

の
病
気
に
気
を
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
咬
ま
れ
て
か
ら
５
日
～
14
日
く
ら
い
は
無

症
状
で
す
が
、
そ
の
後
、
発
熱
・
食
欲
低

下
・
吐
き
気
・
お
う
吐
・
下
痢
・
腹
痛
な
ど

の
症
状
が
出
現
し
ま
す
。
加
え
て
、
血
液
中

の
白
血
球
や
血
小
板
の
減
少
を
認
め
る
と
、

こ
の
病
気
の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
一
般
の
診
療
所
や
病
院
で
は
は
っ
き

り
と
し
た
診
断
は
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

疑
い
の
あ
る
患
者
さ
ん
の
血
液
を
研
究
所
に

送
っ
て
調
べ
て
も
ら
い
、
初
め
て
正
確
な
診

断
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
病
気
の
特
効
薬
や

ワ
ク
チ
ン
は
今
の
と
こ
ろ
（
平
成
26
年
12
月

現
在
）
あ
り
ま
せ
ん
が
、
点
滴
を
し
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
薬
を
使
っ
た
り
し
て
症
状
が
改

善
し
た
方
も
い
ま
す
の
で
、
疑
わ
し
い
症
状

が
あ
れ
ば
早
め
に
受
診
し
、
医
師
に
マ
ダ
ニ

に
咬
ま
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
予
防
に
は
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
活
動
期
で
あ

る
４
月
か
ら
11
月
頃
ま
で
、
野
外
で
作
業
を

す
る
際
に
は
帽
子
や
手
袋
を
身
に
着
け
た
り
、

首
に
タ
オ
ル
を
巻
い
た
り
し
て
、
で
き
る
だ

け
肌
の
露
出
を
避
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う�

岡
　浩
（
お
か
医
院
）

広報　せいよ23

「せい坊」オフィシャルホームページ
http://www.seibou.jp/

もうすぐ、ぼくの絵本ができるよっ！

西
予
市
は
、相
撲
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル（
成
年
女
子
）の
開
催
地
で
す
。

保険税　９期
納期限は３月31日（火）

（口座振替は３月25日）

３月の納税

市民のうごき
（１月末現在）
※住民基本台帳法による。カッコ内は前月比

人　口　41,044人（－75）
　　　　男 19,275人（－27）� 女 21,769人（－48）

世帯数　18,538世帯（－18）

出　生　18人（－ 2）
　　　　男 10人（＋ 1）　女  8人（－ 3）

死　亡　81人（＋11）
　　　　男 38人（＋ 3）　女 43人（＋ 8）

※Ｈ24.7.9�住民基本台帳法改正により、外国人を含む人口・世帯数を記載しています。

　川内優輝さん（埼玉県庁所属）がゲストランナー。土佐礼
子さんによるランニングクリニックも開催。完走パーティー
翌日には四国西予ジオツアーを行います！
開催日　５月３日（日）
種別　ハーフマラソン、10kmロードレース
参加資格　18歳以上（高校生は除く）
申込期限　２月28日（土）　※当日消印有効

定員制（先着3000人）のため期限前に締め切る場合があります。

　　朝霧湖マラソン大会実行委員会（野村教育課内）�☎0894（72）1117問

イベント情報イベント情報

3 ⁄14（土）
第５回＂元気だ！せいよ＂ノルディック

ウォーク大会inしろかわ

城川の自然やジオを満喫しながらリフレッシュし

ませんか。2.7km、5.5km、10kmコースあり。

申し込み必要。早急にお問い合わせください。

◯��午前９時～午後１時　�◯���500円

�◯���農村環境改善センターうおなし

◯��健康づくり推進課☎0894（62）6407
時�

料

場

問

3 ⁄29（日）
第27回野福峠さくら祭り
餅まきや出店、○×クイズ、
俵津文楽の公演など
◯��午前9時30分～午後３時
�◯���外松尾公園、俵津文楽会館
◯��明浜支所 産業建設課
　��☎0894（64）1287

時�

場

問

3 ⁄6（金）
子育てサロン スキップClubクッキングパーティー◯��午前１0時～11時30分�◯���◯��宇和児童館「うわっこ」　　���☎0894（62）7331

時�
場 問

3 ⁄24（火）～26（木）
小学校閉校・幼稚園閉園記念式典
3/24…中筋小（幼）・大和田小（幼）・
� � � 　 渓筋小（幼）
3/25…野村小・河成小（幼）・俵津小
3/26…狩江小・高山小・田之浜小
�◯��市教育委員会 教育総務課
　�☎0894（62）6430
問

朝霧湖マラソンで「ジオ」を満喫しませんか
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告

　愛媛県広報コンクールの「広報紙の部」
と「１枚写真の部」２部門で、広報せいよ
が特選となりました。新聞等の掲載を見て
「おめでとう」をくださった皆さん、あり
がとう。撮影させてくれて、取材を受けて
くれて、毎号読んでくれて、感想をくださ
る皆さん、ありがとう。「毎号楽しみにして
ます」だなんて、難しくて堅苦しいイメー
ジのある行政情報紙にとって最高の誉め言
葉だと思っています。本当に、�感謝の気持ち
でいっぱいです。結果という形で少しでも
皆さんに恩返しできたなら、私どもにとっ
てこんなに嬉しいことはありません。（堀）

編集後記

広告募集します

市役所 情報推進課☎0894（62）6404問

広告募集します

市役所 情報推進課☎0894（62）6404問

上甲美桜さん（21）＝宇和町新城/
じょうこう・みお︰市合併10周年
を記念して平成26年4月から１年間
限定で活動している「せいよ部マ
ネージャー」のうちの１人。西予の
魅力をPRするためイベントはもち
ろん、ラジオやCATVなど各種メ
ディアに出演。趣味は「おしゃれを
して宇和を散歩すること」。

か
が
や
き
西
予
人

「
こ
の
ま
ち
の
魅
力
は
日
常
に
あ
る
」

�

「
せ
い
よ
部
」
か
ら
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

せ
い

よ

び
と

　「
イ
ベ
ン
ト
で
ト
ー
ク
を
し
た

り
、
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
っ
た

り
。本
当
に
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

自
分
自
身
の
成
長
に
も
つ
な
が
っ

た
と
思
い
ま
す
」。

　
７
人
い
る
「
せ
い
よ
部
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
」
の
う
ち
、
唯
一
の
西
予

市
出
身
者
で
あ
る
上
甲
さ
ん
。
同

部
監
督
「
ら
く
さ
ぶ
ろ
う
」
さ
ん

の
下
で
学
ぶ
ト
ー
ク
技
術
や
、
出

身
も
年
齢
も
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ン

バ
ー
と
の
活
動
は
学
び
の
連
続

だ
っ
た
と
語
り
ま
す
。

　「
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
う
ち
５
人

が
愛
大
生
。
出
身
も
年
齢
も
学
ん

で
い
る
こ
と
も
違
う
か
ら
こ
そ
、

話
を
聞
く
だ
け
で
お
互
い
の
視
野

が
広
が
る
気
が
し
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
に
出
会
え
た
こ
と
は
大
き
な

財
産
」
と
上
甲
さ
ん
。
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
活
動
し
て
、
改

め
て
「
西
予
の
魅
力
は
日
常
に
あ

る
」
と
感
じ
た
と
話
し
ま
す
。

　「
私
に
と
っ
て
の
目
覚
ま
し
代

わ
り
は
草
刈
り
の
音
。
幼
い
頃
か

ら
染
み
つ
い
て
い
る
『
ふ
る
さ
と

の
音
』
で
す
。
近
所
の
人
た
ち
は

み
ん
な
友
達
み
た
い
に
あ
っ
た
か

く
っ
て
、
そ
ん
な
普
通
の
日
常
が

愛
お
し
く
て
大
好
き
。
こ
の
地

で
、
昨
年
亡
く
な
っ
た
祖
母
の
よ

う
な
人
脈
の
広
い
女
性
に
な
っ
て

い
き
た
い
な
。
人
生
悔
い
な
く
、

一
生
懸
命
生
き
て
い
き
た
い
。
そ

し
て
素
敵
な
人
と
出
会
っ
て
、
結

婚
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
」。

　
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
任
期
は
３
月

ま
で
。そ
の
後
は
経
験
を
生
か
し
、

地
元
を
Ｐ
Ｒ
す
る
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
進
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


